
マルチ交通シェアリング実証実験
総務省 平成22年度「地域ＩＣＴ利活用広域連携事業」

平成２４年１月２４日

NPO法人 柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽｼﾃｨITｺﾝｿｰｼｱﾑ
柏 市 土 木 部 道 路 交 通 課
柏 市 都 市 振 興 公 社柏 市 都 市 振 興 公 社

http://www.udck.jp/exp/

柏市の位置柏市の位置

•人口 40.５万人
•世帯 16.４万世帯
（H23 １２ 1現在）

筑波学園研究都市
（つくば市）

（H23.１２.1現在）

•面積 114.90km2

茨城県
埼玉県

（つくば市）

地勢は概ね平坦
南北 約１５ｋｍ
東西 約１８ｋｍ

茨城県

さいたま新都心
（さいたま市）

柏市

東西 約１８ｋｍ
標高 ０～３２ｍ

新東京国際空港

東京都

東京都心部 幕張新都心

新東京国際空港
（成田市）

約３０㎞約３０㎞

千葉県

東京都心部 幕張新都心
（千葉市）

神奈川県

2



駅端末交通手段構成駅端末交通手段構成

 駅端末交通手段構成比（平成２０年）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 駅端末交通手段構成比（平成２０年）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12.9

18.2

2.3

4.1

3.9

0.6

0.8

0.5

0.9

0.6

10.7

21.9

68.4

54.1

柏

南柏

12.9

18.2

2.3

4.1

3.9

0.6

0.8

0.5

0.9

0.6

10.7

21.9

68.4

54.1

柏

南柏

JR駅
バス路線
が充実

18.6

0.8

0.2

8.1

3.9

6.4

0.9

10.6

0.7

0.4

0.4

2.4 21.6

7.3

18.2

47.6

77.0

74.9

北柏

新柏

増尾

18.6

0.8

0.2

8.1

3.9

6.4

0.9

10.6

0.7

0.4

0.4

2.4 21.6

7.3

18.2

47.6

77.0

74.9

北柏

新柏

増尾

が充実

0.9

0 2

3.8

8.5

3 5

2.0

0 0

0.5

2.2

0 5

0.4

0.8

0 2

10.7

27.1

16 2

84.5

58.2

79 5

0.3

逆井

高柳

豊四季

0.9

0 2

3.8

8.5

3 5

2.0

0 0

0.5

2.2

0 5

0.4

0.8

0 2

10.7

27.1

16 2

84.5

58.2

79 5

0.3

逆井

高柳

豊四季 0.2

10.7

3.8

3.5

10.5

14.6

0.0

1.9

0.5

1.5

0.2

2.6

5.7

16.2

23.3

20.5

79.5

49.5

55.4

豊四季

柏の葉キャンパス

柏たなか

0.2

10.7

3.8

3.5

10.5

14.6

0.0

1.9

0.5

1.5

0.2

2.6

5.7

16.2

23.3

20.5

79.5

49.5

55.4

豊四季

柏の葉キャンパス

柏たなか

路線バス 乗用車 自家用・貸切バス タクシー・ハイヤー 自動二輪車・原付 自転車 徒歩 その他路線バス 乗用車 自家用・貸切バス タクシー・ハイヤー 自動二輪車・原付 自転車 徒歩 その他

出典：平成20年東京都市圏
パーソントリップ調査

乗用車で駅まで来る方が多い→公共交通や自転車に転換出来る可能性
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自家用車通勤・通学と自転車直接通勤・通学の比較自家用車通勤・通学と自転車直接通勤・通学の比較
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乗用車で駅まで来る方が多い→公共交通や自転車に転換出来る可能性



実証実験の背景①実証実験の背景①

【目標１】

柏市総合交通計画 環境・ひとにやさしい交通

《基本方針》 《施策内容〔掲載ページ〕》《施策の方向》

Ａ.バス交通等の利便性
向上

●方針１
自動車に過度に頼らずに
生活 きる選択性 高

①バス路線の充実 〔５３〕
②かしわコミュニティバス・かしわ乗合ジャンボ
タクシーの利用促進 〔５４〕

柏市総合交通計画

生活できる選択性の高い
交通環境の整備

①駅前広場の整備 〔５７〕
②駅アクセスの向上 〔５８〕

Ｂ.乗り継ぎの円滑化

タクシ 利用促進 〔 〕
③バス運行情報の提供（バスロケーションシス
テム） 〔５５〕
④バスのバリアフリー化 〔５６〕

②駅アクセスの向上 〔５８〕
③乗り継ぎ情報の提供 〔５９〕

①駅舎の改良 〔６０〕
②駅のバリアフリー化 〔６１〕
③駅の案内表示 〔６２〕

Ｃ.鉄道の利便性向上

取組み施策
目標１

①自動車交通量の削減 〔６５〕
②クリーンエネルギー技術の利用 〔６６〕

Ｅ.環境負荷の軽減

Ｄ.タクシーの利便性向
上

①タクシー乗場の改善 〔６３〕
②タクシー事業の活性化 〔６４〕

平成２３年５月 都市・地域
総合交通戦略大臣認定取得

●公共交通機関利用への啓発や誘導,パーク＆ライド,エコドライブ,カーシェアリング
等の様々な取り組みを実践し 自動車交通量の総量削減に努めていく

Ｅ－ ①自動車交通量の削減

等の様々な取り組みを実践し，自動車交通量の総量削減に努めていく。

Ｅ－②クリーンエネルギー技術の利用

■カーシェアリングの利用イメージ

●これまでバスへのＣＮＧ（天然ガス）車の導入・普及促進などにより，環境負荷の
軽減を図っているが，ＣＮＧ車だけでなく，ハイブリッド車，電気自動車等の集中的
かつ計画的な導入及び次世代自動車導入に向けた環境整備を重点的に実施する。
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実証実験の背景②実証実験の背景②

<背景>

柏の葉キャンパス地区では，「柏の葉国際キャンパスタウン構想」の理念に基づき，街づく
り拠点UDCKが中心となり，公民学が連携した街づくりが進められている。

理念：「公民学連携による国際学術都市・次世代環境都市」

・8つの目標を掲げ、総合的に街づくりを推進（08年3月策定）

・カーシェアリングの実施などにより自動車利用を削減
・環境に優しいエネルギーの利用として電気自動車の利
用を促進用を促進
・乗り捨て可能、無人運営のコミュニティサイクルシス
テム
・自動車から自転車の利用転換を促進

<スマートサイクル経緯>
09年度 市内４ポートによるコミュニティサイクルの実験(人的対応)

６-７月，10-11月の２回実施

総務省地域ＩＣＴ利活用事業による実証実験 2-3月

10年4月～ 東京電力「公衆電源」と共同社会実験（利用カード統一）
6



実施主体

柏・流山地域エリアを実証実験の場として活用し、産学官の組織および研究機関ならびに研究者、技術者等
の有機的な連携の下、ＩＴの利活用による、これからの社会において具現化が望まれる次世代の生活・産業の
支援システムを研究開発 構築し 広く他都市にも普及できるよう産業化を目指す

設立趣旨

支援システムを研究開発・構築し、広く他都市にも普及できるよう産業化を目指す

（１） この法人の目的を共有する産学官の組織等およ

び研究者等が行う ＩＴの利活用による次世代の生

事業の概要 実績（一部抜粋）

H22年度 総務省地域ICT利活用広域連携事
業「自律分散型 次世代環境交通シ テび研究者等が行う、ＩＴの利活用による次世代の生

活・産業支援システムの実証実験の実施支援

（２） ＩＴの利活用による次世代の生活・産業支援システ
ムに係わる受託研究開発および実証実験の実施

業「自律分散型の次世代環境交通システ
ム検討事業」

H21年度 内閣府地方の元気再生事業「柏オンデマン
ドプロジェクト柏の葉地域の活性化を目的とした

（３） 幅広い分野からの研究開発投資の促進

（４） 情報交換の場の提供

（５） 実施される実証実験の情報発信

（６） 実施される実証実験の事務支援

ドプ ジ クト柏の葉地域の活性化を目的とした
サービス指向の公共交通体系の構築調査Ⅱ」

H21年度 JST戦略的創造研究推進事業「安心・安全
のための移動体センシング技術」

H20年度 内閣府地方の元気再生事業「柏オンデマン（６） 実施される実証実験の事務支援 H20年度 内閣府地方の元気再生事業「柏オンデマン
ドプロジェクト柏の葉地域の活性化を目的とした
サービス指向の公共交通体系の構築調査」

H19年度 全国都市再生モデル調査「ITを活用した新
し 自転車の共同利用交通サ ビ の構築しい自転車の共同利用交通サービスの構築」

H17年度 全国都市再生モデル調査「ITの活用による
ユニバーサルデザインのまちづくりに関する実証
実験」
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（KACITEC理事長 東京大学 淺間 一 教授）

実証実験の目的実証実験の目的
【従来】 【新技術】

共
通

停留所に行き、利用する

一般乗降バス

カーシェアリング

通
イ
ン
タ

レンタカー

有人窓口にて申込

カ シ グ

バイク シェアリング

タ
ー
フ
ェ

新端末

カーシェアリング

単独の予約画面

スマートサイクル

オンデマンドバス

貸出と返却場所が同じ

ェ
イ
ス

単独の予約画面

レンタサイクル

料金前払いで利用

オンデマンドバス

個々に運用、利用者の負荷大。
データ共有なし

複数の候補から自分にあった移動
手段を選択

<目的>

①新システムの検証 ②ＣＯ 削減効果の確認 ③利用者動向の把握①新システムの検証 ②ＣＯ２削減効果の確認 ③利用者動向の把握

④地域の移動手段の把握 ⑤事業性の可否
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マルチ交通シェアリングシステム概要
カ シ アリング バイクシ アリング スマ トサイクル オンデマンド交通とい た個別のサカ シ アリング バイクシ アリング スマ トサイクル オンデマンド交通とい た個別のサカーシェアリング、バイクシェアリング、スマートサイクル、オンデマンド交通といった個別のサー
ビスをクラウドコンピューティング技術を使って統合する。

マルチ交通シェアリングシステムの利用ログを一つのデータベースに蓄積。蓄積されたデータを活用
し、都市のセンシングや個人意図の抽出を行う。

カーシェアリング、バイクシェアリング、スマートサイクル、オンデマンド交通といった個別のサー
ビスをクラウドコンピューティング技術を使って統合する。

マルチ交通シェアリングシステムの利用ログを一つのデータベースに蓄積。蓄積されたデータを活用
し、都市のセンシングや個人意図の抽出を行う。

共有インターフェイス

・様々な手段で予約

カーシェアリング
パソコン

様々な手段で予約
可能となっている。

・個人に合った交通
手段を選択。

・補完性のある他の

バイクシェアリング
共通 携帯電話

補完性のある他の
交通機関を提案。

統合移動情報
データベース

共通
インターフェイス

携帯電話

ＩＣカード

統合データベース

スマートサイクル シェアリング
ポ ト

統合データベース

・短距離から長距離ま
での詳細な柏市の移
動を再現可能。

蓄積

9オンデマンドバス

ポート・リアルタイムに蓄積さ
れるデータをまちづく
り等に活かす。 ※すべての交通システ

ムを予約・利用可能 9

実験概要①
本実験の概要

実験期間
第一期：6月8日～7月5日
第 期 7月6日 9月30日実験期間 第二期：7月6日～9月30日
第三期：10月1日～

運行時間 ２４時間 ※第二期まで平日 土曜日 8時～１９時運行時間 ２４時間 ※第二期まで平日・土曜日 8時～１９時

メルセデス スマート エレクトリックドライブ 1台
メルセデス スマ ト(ガソリン) 3台

使用車両
（数）

メルセデス スマート(ガソリン) 3台
トヨタ プリウス 1台 ※第一期のみ

ＹＡＭＡＨＡ 電動バイクEC-03 5台
自転 台自転車 15台
ポートコミューター(セダン型タクシー車両) 1台 ※第一期のみ

①東京大学柏キャンパス

ポート設置場
所

①東京大学柏キャンパス
②ららぽーと柏の葉前
③流山セントラルパーク駅前 ※第一,二期のみ

④流 市役所 道 跡地
所

④流山市役所 水道局跡地 ※第一,二期のみ

⑤柏の葉フューチャービレッジ
10



実験概要②実験概要②

1.8km1.8km

5 5k5.5km

6 0km6.0km

k1.4km
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実験概要③実験概要③

本実験の概要

モニター
※実験開始時の設定枠

柏市民
流山市民
東大教職員・学生

１２０名

スマートサイクル利用者

カーシェアリング 300円／15分

料金設定
バイクシェアリング 100円／15分
自転車シェアリング 100円／60分
ポートコミューター 無料※無料

料金収受 クレジットカード

貸出 返却貸出・返却
の管理

専用ICカードにて認証（個人認証も兼務）

実験主体 柏 葉キ ンパスシテ ＩＴ ンソ シアム

12

実験主体 柏の葉キャンパスシティＩＴコンソーシアム

※ポート送迎コミューターはポートまでの移動手段のため、無料



実験概要④

実証実験Ⅰ期
(2011.6.8〜7.5)

◆利用車両：車5台、電動バイク5台、スマートサイクル
◆ポートコミューター運行
→自宅からホートとポート間移動の利便性向上
◆ アンケ ト調査実施◆ アンケート調査実施

実証実験Ⅱ期
(2011.7.6〜9.30)

◆利用車両：車4台(プリウス停止) 、電動バイク5台、スマートサイクル
◆ 無料キャンペーン(7.13-16)

実証実験 期
◆ 流山市ポート2ヶ所撤退 → ポート3ヶ所運営

(東大柏キャンパス ららぽ と 柏の葉フ チャ ビレッジ )実証実験Ⅲ期
(2011.10.1〜)

(東大柏キャンパス、ららぽーと、柏の葉フューチャービレッジ-)
◆利用車両：車4台、電動バイク4台(バイク5号車停止)、スマートサイク
ル
◆ 24時間体系、日曜日運営開始

実証実験Ⅳ期
◆ポート増設
-柏駅、江戸川台駅周辺など

13

実証実験Ⅳ期
(2012年～)

柏駅、江戸 台駅周辺な
◆多様な料金体系開発
-ex.) 定額制、学割 (東大30％)など

カーシェアリング・バイクシェアリング概要カーシェアリング・バイクシェアリング概要

マルチシェアリング用にシステム機器を新規製作
行き先のポートに空きがあれば返却可能
電気自動車・電動バイクの充電やヘルメットの返却も複合
管理

ポート

充電器

キーボックス

14



かしわスマートサイクル概要かしわスマートサイクル概要

２２年２～３月 総務省地域ＩＣＴ利活用事業による実証実験

２２年４月～ 柏市主体で本格的な社会実験を継続実施中

・登録者 ５５８名

・ポート数 ６箇所

[利用実績] H２３．７．３１現在

・延べ利用回数：６５０８回

・１日平均利用回数：１４．１回/日

回転率0 43回/台 日（全体）

15

・自転車台数 ５０台 ・回転率0.43回/台・日（全体）

0.76回/台・日（柏の葉地域）

・平均利用時間：25分/回
15

ポート送迎コミューター（オンデマンド交通）概要ポート送迎コミューター（オンデマンド交通）概要

オンデマンド交通システム（コンビニクル：東京大学）
利用者の予約に従って、即座に運行計画を動的に更新
クラウドコンピューティングでサーバ管理するWebベースの新交通システム

オンデマンドバス管理システム
特徴⑥：SaaS形式で導入・維持コストを低減

特徴②：様々な利用者・用途に
対応した様々なインターフェイ
スに対応できるAPI実装

データベース
GPS

スに対応できるAPI実装

特徴④：データベース
に全ログが蓄積され、
その有効活用

特徴⑤：過去の利用履歴から
個人の行動を推測
→見守りサービスや、マーケテ

ィングサービスなどへの応用が
期待

予約受付
デ タデ タ

過去情報から
特性を抽出

データ
要求

実移動時

正確な移動時
間を導出できる。

その有効活用

特徴③：使い易
い車載器。GPS
で位置管理。

様々なハードウ

メールなど
による予約提案

予約受付
（音声／ＷＥＢ） データの

やりとり
データの
やりとり経路の

返答
予約

情報入力 計算結果
出力

データ
提供

実移動時間
を蓄積する

様々なハ ドウ
ェアに対応

計算システム
（運行計画の作成）

乗客（パソコン）

予約
出力 提供

運行
指示

特徴①：独自の計算アルゴリズムにより、
好きな時間を指定でき、約束した到着時
刻に遅れず、乗り合いも誘発する高速計
算アルゴリズム。大規模の問題でも数十
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乗客（パソコン）
オンデマンドバス

（車載器）

指定された時刻に乗車

算 規模 問 数
μ秒で計算



ポート送迎コミューター利用方法ポート送迎コミューター利用方法

本実験における運用
寄 停 ポ を結 送最寄りの停留所とポート５ヶ所を結ぶ送迎車として運用

ポートから遠方に在住されている利用者にも利用しやす
い環境を整備

ポートポート以外の停留所

い環境を整備

ポート以外の停留所ポ ト
（５ヶ所）

ポート以外の停留所
（６０ヶ所）

ポ ト以外の停留所
（６０ヶ所）

ポート送迎
コミューター

ポート送迎
コミューター
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実験結果①
～モニタ 登録者の内訳～～モニター登録者の内訳～

◆性別 ◆年齢

モニター登録者数：１１２名 (第一期：25日間)

◆性別

女性, 22, 
19.6%

その他, 1, 
0.9%

21－30歳, 
28, 25.0%51－60歳, 

61－70歳,
3, 2.7%

その他,
9, 8.0%

◆年齢

,

41－50歳, 
30, 26.8%

4, 3.6%

８割強
が５０
歳以下

男性, 89, 
79.5%

◆居住地

31－40歳, 
38, 33.9%

◆登録場所

８割が
男性

歳以下

◆居住地 ◆登録場所

東大,
43,38.4%

流山, 
7, 6.3%

千葉県

柏市

その他, 
44, 39.3% 43,38.4%

UDCK, 
62, 55.4%

柏市, 
49, 43.8%

千葉県

４割が市外
在住者

主に通勤・

18

,
千葉県

流山市, 
19, 17.0%

主に通勤・
通学者



実験結果②
～利用実績～～利用実績～
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/4
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0
1
1
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◆繰り返し利用回数 ◆総利用時間

4時間

(第一期：25日間) (第一期：25日間)

1‐5回, 
38, 33.9%

利用しな

かった, 
60, 53.6%

1時間

以内, 
23, 44.2%

2－3時間, 

3－4時間, 
1, 1.9%

時間

以上, 
8, 15.4%

平均利用回数：
3.5回/人
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6‐10回, 
9, 8.0%

11‐15回, 5, 
4.5%

１－2時間, 
10, 19.2%

10, 19.2%登録者の
半数が未利用

実験結果③
～車両別利用実績～車両別利用実績

車種 車両名 利用回数 回転率 (回/日)

◆車両別車両回転数 (第一期：25日間)

車種 車両名 利用回数 回転率 (回/日)

車

スマートEV 45 1.8

スマート1号車 22 0.9

スマート2号車 12 0.5

自転車, 
32, 13.6%

車 号車 12 0.5

スマート3号車 19 0.8

プリウス 22 0.9

バイク1号車 32 1.3

車, 120, 
51.1%

電動
バイク

バイク2号車 19 0.8

バイク3号車 19 0.8

バイク4号車 11 0.4

バイク, 83, 
35.3%

バイク5号車 2 0.1

自転車 スマートサイクル 32 1.3

合 計 235 9.4

◆車両別利用時間 (第一期：25日間)

20



実験結果④
利用形態別利用時間～利用形態別利用時間～

◆利用形態別利用時間（分/回）

車両 利用形態 6.8-7.5 7.6-7.31 8月 9月 10月 平均 割合

車
ワンウェイ 30分 23分 15分 17分 15分 22分 27％

車
※300円/15分

ラウンド 57分 61分 44分 82分 51分 59分 73％

バイク
※100円/15分

ワンウェイ 18分 12分 11分 26分 13分 17分 31％

ラウンド 34分 33分 40分 83分 24分 38分 69％

自転車
※100円/60分

ワンウェイ 18分 71分 15分 11分 21分 32分 26％

※100円/60分

ラウンド 32分 76分 107分 135分 99分 91分 74％

21

利用時間については車両に限らず
約７割がラウンド利用

実験結果⑤
～ポート別利用実績～ポ ト別利用実績

◆電動バイク(第一期：25日間)◆自動車(第一期：25日間)

８割が柏の葉 ８割が柏の葉８割が柏の葉
地域の利用

８割が柏の葉
地域の利用

◆自転車(第一期：25日間)

４割がラウ
ンド利用

４割がラウ
ンド利用

全体利用の
８割が柏の

葉地域

９割が柏の葉
地域の利用

22
２割がラウ
ンド利用



実験結果⑥
～利用時間の24時間化～

10月1日より利用時間を24時間化したことで 減少

6 8-7 5 7 6-7 31 8月 9月 10月 合計

10月1日より利用時間を24時間化したことで、減少
傾向にあった利用回数が増加した。

6.8 7.5 7.6 7.31 8月 9月 10月 合計

ポート数 5ポート 3ポート

85回 73回 44回 39回 53回
車

85回 73回 44回 39回 53回
294回

48.3% 49.0% 44.9% 50.6% 41.1%

65回 43回 25回 10回 12回
バイク 155回

36.9% 28.9% 25.5% 13.0% 9.3%

自転車
26回 33回 29回 28回 64回

180回自転車 180回
14.8% 22.1% 29.6% 36.4% 49.6%

計 176 149 98 77 129回 629回
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実験結果⑦
～カ シェア走行軌跡例～～カーシェア走行軌跡例～

東京大学 柏

ららぽーと柏
の葉

の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ

利用ごと利用ごと
に色を分
けて表示

流山水道局
跡地跡地

24

流山セントラル
パーク駅前



実験結果⑧
バイクシェア走行軌跡例～バイクシェア走行軌跡例～

東京大学 柏
の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ

ららぽーと柏
の葉

流山水道局
跡地跡地

流山セントラル
パーク駅前
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実験結果⑨
～アンケ ト結果～～アンケート結果～

第一期実験前後における実験のイメージの変化

①料金
（車の維持費と比較）

高そう

24.2%→34.6%

安そう

53.0%→50.0%

特になし

22.7%→15.4%

※赤字は特に大きな変化を示す

②利便性

→ → →

便利そう

56.1%→30.8%

不便そう

33.3%→57.7%

特になし

10.6%→11.5%

清潔そう 不潔そう 特になし
③衛生面

④使い方

9.1%→15.4% 10.6%→26.9% 80.3%→57.7%

難しそう

19.7%→38.5%

簡単そう

43.9%→34.6%

特になし

36.4%→26.9%

⑤移動距離

⑥対象

長距離にも可

9.1%→3.8%

短距離のみ

84.8%→92.3%

特になし

6.1%→3.8%

主婦向け 高齢者向け ビジネスマン
向け

特になし
⑥対象

⑦時間制約

18.2%→7.7% 7.6%→7.7%
向け

22.7%→42.3% 51.5→42.3

慌ただしそう

69 7%→84 6%

ゆっくりできそう

4 5%→7 7%

特になし

25 8%→7 7%
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⑧エコ

69.7%→84.6% 4.5%→7.7% 25.8%→7.7%

環境にやさしい

56.1%→80.8%

環境にわるい

3.0%→3.8%

特になし

40.9%→15.4%



実験結果⑩
～二酸化炭素削減効果～～二酸化炭素削減効果～

二酸化炭素削減量２４０ｋｇ，削減率７８．９％（対ガソリン車比）

350000 0
326842.6 

g

250000.0 

300000.0 

350000.0 

二
酸

150000.0 

200000.0 

114321.8 
86648 4 78096 7

酸
化
炭
素
排

50000.0 

100000.0 

86648.4  78096.7 

－78.9％

－39.8％
－9.9％

排
出
量

0.0 
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実験の評価
◆マルチシェアリングシステムの不具合は少なく，車両の故障・

トラブル等はなかった。

◆二酸化炭素削減効果が高かった。（削減率７８．９％）

◆モニター登録の半数が未利用であった◆モニター登録の半数が未利用であった。
●電気自動が安価に試乗できることから，取り敢えず登録した可能性がある。
●電気自動車，電動バイクに不慣れなことから，利用しにくいイメージがあり，

（特に充電方法）実際の利用につながらなかった。（ ）

◆東京大学とららぽーとの利用が約８割を占めた。
●東京大学の学生・教職員の登録者が多かったため，利用が集中した。

◆利用形態については，利用時間の割合は車両による差は見られず約
７割がラウンド利用されていた。ただし、利用回数についてはラウン

自 が 自 がド利用は自動車・バイクが４割，自転車が２割であり，車両によって
利用形態が異なることが分かった。
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◆事業性は利用の増が必要なことはもちろん，ポートの利便性と駐車
場所の費用のバランスが重要となる。



今後の課題・展開

■登録及び利用の促進
●ポート配置の再検討

（例）柏駅 流山おおたかの森駅 江戸川台駅など（例）柏駅，流山おおたかの森駅，江戸川台駅など
●サービスの利便性の向上

（例）ファミリー層向けの車両の投入（スマートは２人乗り）など
●予約型ワンウェイのシステム開発●予約型ワンウェイのシステム開発

[現状の課題]
予約①Aポート→Ｂポート
予約②Ｂポート→Ｃポート

予約①がキ ンセルされた場合 予約②の利用者が利用できなくな てしまう予約①がキャンセルされた場合，予約②の利用者が利用できなくなってしまう。

■ワンウェイ方式による借地料等の維持費
●ポート数を増やせば利便性が向上するが その分借地料が増加し維持費がかかる●ポ ト数を増やせば利便性が向上するが，その分借地料が増加し維持費がかかる。
●乗降者数の多い駅近傍には公共用地は少なく，コインパーキング等は賃料が高い。

■補助金の獲得補助金 獲得
●補助金を獲得し，上記課題を解決する。
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お問合せ先お問合せ先

柏市役所柏市役所 土木部土木部 道路交通課道路交通課

TELTEL ０４－７１６７－１２１９（０４－７１６７－１２１９（直通）直通）TELTEL ０４－７１６７－１２１９（０４－７１６７－１２１９（直通）直通）

Mail Mail dorokotsu＠city.kashiwa.lg.jp

担当担当 佐々木佐々木

ご清聴ありがとうございました



参考資料参考資料

晴れてるから 自転車で 荷物があるから車で！

マルチ交通シェアリング利用イメージ

晴れてるから、自転車で
東大まで！

荷物があるから車で！
電気自動車をつかってみよう

好きな乗り物をえら好きな乗り物をえら
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んでらくらく移動♪んでらくらく移動♪



カーシェアリング・バイクシェアリング利用方法（貸出）カーシェアリング・バイクシェアリング利用方法（貸出）

③会員カ ドをポ トのカ ドリ ダ①ポートに行き車両があるか確認 ③会員カードをポートのカードリーダ
ーにかざす

<キーボックス>

②携帯電話で専用サイトにアクセスし，車両・ ④キーBOXが開き，点灯したキーを返却か
貸し出しポート・返却ポートを予約する。 ら貸出に回して抜いて，予約した車両を使

用開始

カーシェアリング・バイクシェアリング利用方法（返却）カーシェアリング・バイクシェアリング利用方法（返却）

③BOXの扉が開いたら点灯した鍵穴に鍵①専用の駐車スペースに車両を止める ③BOXの扉が開いたら点灯した鍵穴に鍵
を返却

②会員カードをキーBOXにかざして認証を行う ④利用内容メールが送信され，返却完了



かしわスマートサイクル利用方法かしわスマートサイクル利用方法

会員カード
をポートの
カードリー
ダ にかざす

乗る

ダーにかざす

自転車番号

鍵の番号が
返す

鍵の番号が

メールで届く 返却場所に

鍵をかける

鍵をはずす かざす鍵をはずす かざす

返却の確認と利用

時間 利用ポイント時間，利用ポイント

がメールで届く


